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はじめに

　前身がどうであれ，一つの社会がいったん市場社会に向かって舵を取り，

かなりのスピードの経済成長が10年，20年と長期に持続すれば，その社会の

購買力はかつてない広さの消費者層に広がり，いわゆる「大衆消費社会」（G．

カトーナ）が実現する。それは欧米だけでなくアジア大陸のいずれの社会に

おいても一その様相に差異はあるにしても一共通していることはそれら社会

の現代史が示しているようである。

　中国の「大衆消費社会」化においても同じであろうではないか。そうだと

＊本稿は，日本学術振興会科学研究費補助金「中国の大衆消費社会の成立進展過程におけ

　る都市・農村地域の消費実態調査研究」（研究代表者　李海峰　山口大学教授，基盤研究

　（B）課題番号20402021）による成果の一部である。



一
40－　　（508） 山口経済学雑誌　第59巻　第5号

すれば自家用自動車（以下，自動車）は家電製品やラジオ放送と並んで大衆

消費社会化のシンボルであったから，中国でもいわゆるモータリゼーション

（motorizationクルマ社会）の登場は避けられないであろうと思われる。た

だ中国の大衆消費社会が先行諸国のそれとは違った特徴を持つ以上（李海峰

『中国の大衆消費社会』ミネルヴァ書房，2004年），中国のモータリゼーショ

ンも先行諸国のそれとは違ったものになるであろうことも推察される。

　これまで筆者たちも中国自動車産業に強い関心を抱き，機会があれば現地

企業を訪問し，経営者にヒヤリングを行い，その動向を観測してきた。日本

国内でも複数のグループや多数の個人が企業研究，産業研究のために現地調

査や共同研究を行いその水準は国際的にも相当に高い位置にあるように推測

している。他方，中国の自動車市場がどのような様相を示しているかについ

ては，大括りな数値程度は漠然とは理解されているが，細部にわたって自動

車の需要者たちの購買意識や購買行動については，大まかであっても実像ら

しきものが研究というに値するかたちで与えられる機会は寡聞にして少な

い。これが中国の大衆消費社会理解を深める点でもネックになっていれば，

中国における自動車に関わる供給側，需要側，更には立法・行政側のあらゆ

る問題を深く有機的に理解することを妨げているように思われる。

　そこで筆者たちは調査の対象を需要者側に移して，最近自動車を手に入れ

たユーザーたちの購買意識や行動について小規模な調査を行うことにした。

共同研究先や訪問先の大学のキャンパスに駐車している教職員の乗用車が急

増していた。交流先の教員の中でも購入計画を明るく語る先生も珍しくな

かった。そこで現地の大学の先生や大学院生（日本への留学生を含む）にお

願いして，最近（2，3年内）自動車を購入された周囲の方にアンケート調

査をしていただいた。アンケート調査は，2009年末から2010年3月にかけて

行った。本報告はその調査結果を中間的にまとめたものである。詳しくは別

の機会に行うことにしたい。
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1　回答者の属性

　中国の乗用車販売台数は2009年が1030万台，2010年（11月まで）ll85万台

と伝えられている（「中国網日本語版」2010年12月9日午後3時35分送信）。

両年ともアメリカを抜いて世界一であった。この数値の大きさを考えれば，

購入者の全体像を誤りなく捉えるには相当大規模な調査が必要であろうが，

それは中国の公的機関が大々的に取り組まない限り難しいかもしれない。

　本アンケート標本数404件の倭小性は当然のことながら，それ以上にかな

り偏った自動車購入者を対象としていることを最初に断っておきたい。つま

り本アンケートでもって中国の自動車購入者の全体像を引き出そうとしては

ならない。またあれこれの部分的な推論をするに際しても，標本の偏りにつ

いて十全な考慮が必要であるし，あるいは結論を得ようとしてはならない。

　にもかかわらず本アンケート結果は，今中国で進む大衆消費社会および

モータリゼーションへの移行を購入者のあるセグメントーいわば都市居住の

高学歴のアッパーミドル層一について語ってくれているかもしれない。それ

が小論を敢えて報告する理由である。

（1）都市名

　回答者が住んでいる都市別分布は表1－1に示されている。北京市，天津

市，大連市，済南市，貴陽市，寧波市およびその他の都市（上海，成都，長

春）である。北京市を別格として済南市，貴陽市が内陸部の大都市であるの

を除けば，残りの都市は沿海部の大都市である。

表1－1　回答者居住地
回答者居住地 回答数 ％

北京 68 16．8

天津 125 309
済南 92 22．8

寧波 44 109
大連 43 10．6

貴陽 18 4．5

その他 14 3．5

合　　計 404 looo
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（2）性別

　男性が66．4％，女性が33．6％である（表1－2）。これは回答者の女性が自

動車を購入し所有していることを必ずしも意味しないことがあることに注意

が必要である。既婚者であれば夫が購入し所有している例もあるかと思われ

る。家族が購入している場合もある。回答者本人が所有者でない割合は正確

には明らかでない。現在の中国では兄弟や親子，夫婦で文字通りお金を出し

合って現金購入する例が大部分であり，したがって回答者の性別が購入者の

性別と一致しないことだけは注意しておいた方がよい。

表1－2　回答者性別
性別 回答数 ％

男
女

265

134
664
336

合　　計 399 1000

（3）結婚

　8割が既婚者である（表1－3）。まだまだ自動車は未婚の若者にとって

は高嶺の花なのかもしれないが，他方で2割近い未婚者が購入していること

にも注目すべきであろう。成人になった一人っ子に親が購入資金を出す例も

多いのであろう。ここでも回答者自身が購入し所有していない場合もありう

ることに注意が必要である。以下，いちいち述べないが，回答者の属性が自

動車の購入所有者の属性と一致しないことがあり得ることに注意が必要であ

る。

表1－3未婚既婚の別
回答数 ％

既婚

未婚

312

73

81の

190

合　　計 385 1000

（4）年齢

購入年齢層は25～39歳に全体のほぼ7割が集中している（表1－4）。夫
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婦二人だけ，あるいは子ども1人の比較的若いカップルが想定される。20代

前半の若者がそれでも8．5％，40歳台が17．2％もあるのは，世代を超えて都市

居住者の自動車購入意欲が広がっていることを示しているように思われる。

表1－4　回答者の年齢構成
年齢階層 回答数 ％

20才未満 1 02
20－24 34 ＆5

25－29 95 23．7

30－34 112 279
35－39 74 1＆5

40－44 43 1α7

45－49 26 65
50－54 15 3．7

55－59 1 0．2

合　　計 401 1000

（5）家族数

　家族数は3人，つまり夫婦と子ども1人ががほぼ6割を占める（表1－5）。

都市居住者については一人っ子政策が厳格であるために，子どもが二人以上

といった例はまれである。他方，4－5人が18．2％あるのは，親兄弟の同

居が多いためである。

表1－5　家族数
家族数 回答数 ％

　1人

　2人

　3人

45人
6人以上

　6
60

235

72

23

1．5

152
59．3

1＆2

5．8

合　　計 396 10α0

（6）職業

　職業は思いの外広く割れた（表1－6）。労働者は私営企業，商店の従業

員と考えてよい。公務員は国有あるいは公営企業職員である。科技教育専門

家は大学教員である。この回答が外資系企業職員に次いで多い14．6％である。
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これは現地でアンケート調査の協力をお願いしたのが大学教員や大学院生で

あったことから，自然こうなったのであろう。経営者層が私営企業，外資系

企業，国有企業を含めると21．8％となる。経営者にはいわゆるオーナ以外に

も経営トップ層を含んでいると思われる。もちろんこうした購入者の職業分

布は何らの典型を示すものではない。それは次の学歴分布も同様である。

表1－6　職業
職業 回答数 ％

労働者 45 11．1

公務員 49 12．1

科技教育専門家 59 1∠L6

中小学教師 23 57
私営企業経営者 56 13．9

外資企業経営者 22 54
外資企業職員 66 163
国有企業経営者 10 2．5

国有企業職員 24 59
その他 50 124

合　　計 404 100の

（7）学歴

　学歴は高い（表1－7）。大学卒が40．8％，大学院卒が20．6％と両者を含め

て6割を超える。専門学校を含めれば8割を超える。したがって本アンケー

トはある意味では都市知識層に偏った調査ともいえる。

表1－7　学歴
学　歴 回答数 ％

小学以下 1 0．2

中学 15 37
高校・職業学校 51 12．7

専門学校 88 21．9

大学 164 40．8

大学院以上 83 20．6

合　　計 402 1000

（8）住宅

住宅の保有状況用は表1－8に示されている。「昔から住んでいた住宅」
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1割，個人購入の住宅が3割近く，また4割近くが「政府企業等社宅」に住

んでいる。何はともあれ住宅問題が解決している層が自動車を購入している

と考えられる。これは都市に関する限り，中国では政府や集団（単位）が被

雇用者に住宅を保証してきたことの反映でもある。

　この分布は都市ごとに大きな差がある。たとえば，天津市の回答者の

42．6％は個人購入の家に住んでいるが，北京市では30．9％，済南市では13．0％

といった具合である。最もそうした違いが自動車の購買行動にどう影響する

かは不明である。政府企業等社宅に住んでいる回答者の割合は全体では4割

弱だが，30才から54才までの年齢層では5割前後と高い。比較的に家賃の低

いこうした「社宅」に住む層が自動車購入年齢層と一致しているともいえる

が，因果関係は引き出さない方がよさそうである。20才から29才の層では「そ

の他」（親の家，親戚の家等）に住む比率が最も多い。

表1－8　住宅
住居の種類 回答数 ％

昔から住む住宅

　賃貸の住宅

政府企業等社宅

個人購入の家

　　その他

50

36

156

113

45

12．5

　9
39

2＆3

11．3

合　　計 400 1000

（9）昨年1年間の収入（本職以外も含む）

　回答者の昨年1年間の収入は表1－9に示されている。最も多い単一階層

は3～5万元で27．9％である。3万元未満の3階層を合計すると30．1％，3

万元～9万元未満の3階層が47．3％，9万元以上の3階層が22．6％である。

本人の収入が相対的に低い3万元未満の層でも3割を占めているように，購

入意欲は相対的に低い所得層でも強まっていると判断してよいのであろう。

もっとも本人の収入だけで自動車購入する例は少ないので，この点をあまり

強調するのは誤りやすい。
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表1－9　年収
年収階層 回答数 ％

1万元未満 5 12
12万元未満 43 107

23万元未満 73 1＆2

3－5万元未満 112 279
57万元未満 54 134
τ9万元未満 24 60
911万元未満 23 5．7

11－13万元未満 9 22
13万元以上 59 147
合　　計 402 100C

（10）昨年1年間の世帯収入

　既婚者はほとんどの場合は共働きであることを考えれば，自動車購入とよ

り深い関係があるのは本人収入より世帯収入であろうと思われる。表1－

10が示すように最も多い単一階層は15万元以上の23．1％である。9万元以上

の4階層の合計は47．7％になる。このあたりの世帯収入層が自動車購入の主

力であると思われる。他方，世帯収入が3万元～9万元未満の3階層合計

も46．6％となり9万元以上の層と拮抗している。3万元～7万元未満の2階

層が30％，7万元～ll9万元未満の2階層が2＆3％，11万元以上の4階層が

36．0％である。逆に3万元未満層は5．7％と小さい。

表1－10　世帯収入
世帯収入階層 回答数 ％

2万元未満 5 1．2

2－3万元未満 18 45
35万元未満 63 156

57万元未満 58 144
τ9万元未満 67 166
9－11万元未満 47 11．7

11－13万元未満 32 79
13－15万元未満 20 50
15万元以上 93 23．1

合　　計 403 1000

（“）購入した自動車：新車，中古車

新車の購入が88．2％と圧倒的に多い（表1－11）。中古車の購入者は主と



中国都市部自動車購入者の意識と行動 （515）　－47一

して世帯収入の低い若年層である。中古車購入者の46．7％が20～29才の階層

である。30～34才を加えると，これが75．6％にまでなる。自動車市場が急成

長にある中国では，初めて自動車を購入するケースがほとんどである。急成

長期市場では自己顕示的購入動機も強いので，実用的に中古車をまず購入し

て新車に乗り換えるという購入行動は見られない。また中古車市場が発達し

ていない中国では中古車への信頼性が低いことも新車へ走らせる大きな理由

となっているのであろう。

表1－11新車・中古車
回答数 ％

新車

中古車

344

46

8＆2

118

合　　計 390 100

（12）則入した自動車：国別ブランド

　購入した自動車の国別ブランド（表1－12）では，日本系が最多，次いで

欧州系が多い。民族系も4車に1車の割合に近い。この分布は，中国市場に

おける国別ブランドのシェアとは関係ない。例えば，上海に住む回答者は，

本アンケートではほとんどいないが，もし彼らの全回答者に占める比率が高

ければ，米国系や欧州系の比率はもっと高かったかもしれない。

表1－12国別ブランド
回答数 ％

欧州系 95 261
米国系 41 113
日本系 110 3α2

韓国系 28 77
民族系 87 23⑨

その他 8 22
合　　計 369 1014

（13）購入した自動車：排気量

排気量1．1～1．6リットルが53．3％と半数を超える（表1－13）。1．8～2．0リッ

トル未満が28．5％である。これ以上大きな排気量は1割強を占めるに過ぎな
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い。つまり日本で言えば小型車が大部分を占めている。ほんの数年前までは

2リットルを超える中型・大型車が売れ筋であったが様変わりをしている。

ここには中国の自動車市場がいわば「中産所得層」を取り込んで急成長を遂

げていることが示されている。

表1－13排気量
排気量 回答数 ％

1の以下 20 5の

1．1－1．6 213 53．3

1且2．0未満 114 2＆5

2α2．5未満 36 90
2530未満 8 2．0

30以上 9 2．3

合　　計 400 100C

2　購買行動と使用の状況

（1）自動車を購入する目的（1位，2位）

　購入目的（1位）では仕事，続いて家族送迎，通勤，旅行ドライブの順に

なっている（表2－1）。家族送迎が通勤より比率が高いのは興味深い。公

共交通機関が開発途上の中国の都市生活における日常の移動は，子ども，年

寄り，病人などの「弱者」にとっては決してやさしくはないことをこの比率

は語っている。中国都市部のいわゆる有名小中学校では生徒の送迎が家族の

義務になっている例も多い。そうした場合自家用車があれば便利である。ま

たそれは自己顕示の機会でもある。

　職業と購入目的1位との間をクロスしてみると（表2－2），仕事の比重

が高いのは私営企業，国有企業企業の経営者と「その他」である。特に私営

企業の場合ははっきりしている。仕事以外の購入目的と職業との間の一定の

関係があるのかどうかは，このクロス表からは明らかでない。
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表2－1　購入目的1位2位
目的 1位回答数 1位　％ 2位回答数 2位　％

　　仕事

　　通勤

　家族送迎

旅行ドライブ

　その他

171

71

81

70

11

423
17．6

20
17．3

2．7

25

53

95

143

17

7．5

159
2＆5

42．9

51

合　　計 404 100 333 loo

表2－2　職業と購入目的1位のクロス表

購入目的1位
職業

仕事 通勤 家族送迎 旅行ドライブ その他
合計

労働者 　14
31．1

　5
11．1

　12
267

　11
244

　3
6．7

　45
1000

公務員 　20
408

　13
265

　11
224

　4
＆2

　1
2．0

　49
100c

科技教育専門家 　18
305

　12
203

　16
27．1

　12
203

　l
l．7

　59
100C

中小学教師 　5
217

　7
304

　9
391

　2
＆7

　0
0．0

　23
100C

私営企業経営者 　50
893

　3
54

　0
α0

　2
36

　1
1．8

　56
1000

外資企業経営者 　8
36．4

　4
1＆2

　7
318

　3
136

　0
00

　22
100C

国有企業経営者 　7
700

　0
00

　3
3α0

　0
α0

　0
α0

　10
1000

外資企業職員
　16
242

　13
197

　17
258

　18
273

　2
3．0

　66
100℃｝

国有企業職員 　6
250

　5
208

　3
12．5

　9
375

　1
42

　24
100C

その他 　27
540

　9
1＆0

　3
60

　9
18．0

　2
4．0

　50
100D

合計
171

42．3

　71
176

　81
200

　70
173

11

2！7

　404
100．0

（注）　上段：実数　下段：％

　購入目的（2位）では，旅行ドライブ，家族送迎，通勤，仕事の順になる。

自家用車の多用途性がよく示されている。自動車は仕事のために優先されて

いるにせよ，家族とともに楽しむ手段として高い期待がかけられている。
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（2）自動車の購入動機（二つまで選択）

　購入の動機では「仕事のため」が最も多く過半を超える（表2－3）。そ

の内容には通勤用などが含まれるであろう。次いで多いのが「車の運転が好

きだから」である。「家族を喜ばせたい」が次いで多い。ここには家族の送

迎も含まれるであろうし，休日のドライブなどもあろう。このあたりはとく

に現在の中国の特有の動機といったものは伺われない。

表2－3　購入動機
購入動機 複数回答数 ％

仕事のため 218 5420
家族を喜ばす 78 1940

車の運転が好き 120 2990
同僚の影響 56 1390

親戚兄弟の影響 17 420
社会的地位 17 420

その他 34 8．50

合　　計 540 13430

（3）自家用車の購入を計画して則入するまでの期間

　自動車の購入計画から実際の購入までの期間（表2－4）は，半年以内

が19．7％，半年～1年以内が29．4％とほぼ半数である。計画から実施までの

期間が短い理由は，色々考えられるが，多くの場合現金買いが多いことを

考慮すれば，手元資金に余裕があるからだと思われる。他方，1～2年，

27．7％，2年以上23．2％という長い期間もある。自動車に対する購入意欲の

強さを反映していると思われる。

表2－4　購入までの期間
期間 回答数 ％

半年以内 79 197

半年1年 118 294
1－2年 111 277
23年 58 145

35年 15 37
5年以上 20 50
合　　計 401 1000
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（4）購入経験

　自動車をはじめて購入したという回答が74．5％を占める（表2－5）。市

場が非常に若々しいことが見て取れる。他方，2回目が17．4％，3回以上が

8．1％ある。

表2－5　購入経験
購入経験 回答数 ％

初回

　2回

3回以上

295

69

32

745
17．4

8．1

合　　計 396 100．0

（5）最新の購入時期

　購入時期は，2009年，2008年が半数以上を占める（表2－6）。07年を含

めれば7割以上が調査時点から3年以内であった。自動車市場が爆発的に拡

大したことが見て取れる。

　表2－7の網掛け部分は，全体の平均値より高い分布を示している。大ま

かには豊かな世帯収入のある回答者の方が購入時期は早かったといえそうで

ある。世帯収入が15万元以上の回答者は，2005年以前に購入した比率が3割，

2006年までにほぼ5割が購入を終えている。他方，世帯収入が低い階層の回

答者は，全体としては2008年，2009年に購入した層が多い。全体としては自

動車購入層は世帯収入の低い層に向かって拡大している当然な傾向が見て取

れるといえよう。もっとも世帯収入が低い層でも，早い時期に購入している

分布も見て取れるので，クルマの魅力は世帯所得を問わないということでも

あろう。

表2－6　最初の購入時期
購入時期 回答数 ％

05年以前 57 145
05年 24 61
06年 31 79
07年 71 1＆1

08年 90 23．0

09年 119 304
合　　計 392 1000
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表2－7　購入時期と世帯収入とのクロス表

購入
時期

世帯収入

2万元未満

23万元

未満

舗万元

未満

5・7万元

未満

7θ万元

未満

911万元

未満

｝1・13万元

未満

1別5万元

未満

15万元

以上
合計

05年
以前

　0

0

　　1

6．3

　　1

1．6

　　5

9．3

　　6

9．1

　　　10
一
鰯

　　4

12．5

　　2

10．0

　　　28

　　　　　、1
呈

　　57

14．5

05年
　0

0
　　　　2

翻誉繍

　　　　5珪鮪ぷ宋螂…一 　　2

3．7

　　4

6．1

　　2

4．3

　　　　3

欝
　　1

5．0

　　5

5．4

24
6．1

06年
　0

0
　　1　　　5

6．3灘継量

　　3

5．6

　　4

6．1

　　3

6．4

　　1

3．1

　　0

0．0

　　　14

撒
31

79

07年
　0

0
　　　　4　　12
幽■⊇’』　　　　㌔醐

漣

　　6

11．1

　　　12

■
　　8

17．0

　　9
28．1

　　　　8

懸
　　12

12．9

　　71

18．1

08年
　0

0
4　　16

　　　17的購滅撫集・一畑

べ匁憾

21　　12　　∀べ「　　A　　　壌

　　7
21．9

　　4
20．0

　　9

9．7

　　90

23．0翻隅欝ぷ　

09年
　　　　3

一
4　　22　　21　　19　ら∨工　　　’義灘繍

28．8

　　12

25．5

　　8

25．0

　　5
25．0

　　25

26．9

119

30．425．0 翻■　一一

一合計
　　　3

100．0

　　16

100．0

　　61

100．0

　　54

100．0

　　66

100．0

　　47

100．0

　　32

100．0

　　20

100．0

　　93

100．0

　　392

100．0

（注）　上段：実数　下段：％

（6）購入先

　購入先は専売ディーラーが72．1％と最も多い（表2－8）。これは専売

ディーラーの店舗数が大都市に集中していることの反映であろう。専売

ディーラー以外の販売店は，事実上は複数メーカーのブランドを扱う「併売

店」であろうが，14．7％とすくない。「自動車城」と呼ばれる「自動車交易市場」

もかつては中小規模の併売店を集積したものが多かったが，現在では規模の

大きな専売ディーラーが集積したものに変わっている。その他では「知人等

からの購入」が8．0％と意外に多い。

　生産能力を急拡大した内外メーカーが専売ディーラ店の増設を急いでいる

ため全国的に専売ディーラーが急増しているのが現実だが，表2－9の示す

ところによれば，専売ディーラー以外の販売店のシェアが増加しているよう

に見える。おそらく自動車市場の急速な広がりに専売ディーラー網の建設が

追いついていないのであろう。中古車市場が広がれば購入先も次第に多様化

していくであろう。
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表2－8　購入先
購入先 回答数 ％

専売ディーラー 290 72．1

専売ディーラー以外の車販売店 59 14．7

自動車修理工場 4 1．0

中古車店 12 30
知人等から購入 32 ＆0

その他 5 1．2

合　　計 402 1000

表2－9　購入先と購入時期のクロス表
購入時期

購入先
05年以前 05年 06年 07年 08年 09年

合計

専売ディーラー 　49
860

　11
458

　21
677

　49
690

　69
767

　83
703

282
72．1

専売ディーラー
以外の車販売店

　2
3．5

　8
333

　7
22．6

　11
155

　12
133

　18
153

　58
148

自動車修理工場 　0
00

　1
42

　1
3．2

　1
1．4

　1
1．1

　0
00

　4
ω

中古車店 　0
00

　1
42

　0
00

　3
4．2

　3
33

　5
42

12

3．1

知人等から購入 　5
＆8

　3
125

　2
6．5

　7
99

　5
56

10

＆5

32

＆2

その他
　1
1．8

　0
00

　0
00

　0
00

　0
00

　2
17

　3
08

合計 　57
1000

　24
1000

　31
1000

　71
1000

　go
100．0

　118
1000

　391
100C

（注）　上段：実数　下段：％

（7）購入先を選んだ理由（3つまで複数回答可能）

　前間回答者の72％が専売ディーラーで購入していたが，本間回答者のちょ

うど同じ割合が「専売ディーラーで信頼性が高い」と理由をあげている（表

2－10）。メーカーの専売ディーラーに対する選好理由は信頼性にあること

が分かる。次に多いのが「アフターサービスがよい」である。アフターサー

ビスも専売ディーラーのセールスポイントであるから，かなり専売ディー

ラーの認知度が高いといえよう。両理由と比較すると他の選好理由の割合は

小さい。ローン利用者は少ないからロー一…ンが利用できるかどうかは選好理由

にならない。自動車それ自体や売り手に信頼性があれば，販売店の技術水準

はほとんど問題にされない。実際には専売ディーラーの修理技術水準やメカ
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知識はメーカーのてこ入れもあり高いが，それも信頼性に含まれているので

あろう。

表2－10　購入先を選んだ理由

選んだ理由 複数回答数 ％

専売ディーラーで信頼ある 289 71．9

近くて便利 52 12．9

服務員の対応よい 61 15．2

他店よりも安い 55 137
アフタサービス良い 152 37．8

ローン利用可能 19 4．7

技術水準高そう 25 62
知人の紹介あり 69 172

広告で名前知れている 28 70
その他 8 2．0

合　　計 758 18＆6

（8）自動車の購入代金の支払方法

　　中国では，自動車はまだ現金一括払いが普通である。自己資金で全額支

払いが6＆8％を占める（表2－11）。これに家族からの借金を含めて全額現

金一括払いを含めると約9割近くになる。自動車ローンの利用者は11．3％と

少ない。では世帯収入と支払い方法との間には何らかの関係が見て取れるの

であろうか（表2－12）。表によれば，世帯収入が高い層では自己資金で全

額キャッシュが多そうだが，2－3万元未満を除けば，全ての収入階層で自己

資金で全額キャッシュ支払いがおしなべて平均値に近く，分散が小さい。自

動車ローンの利用者はもともと少ないので，傾向を見て取るのは危険である。

表2－11支払い方法
支払い方法 回答数 ％

　　　自己資金で全額支払
自己資金と家族から借金で全額支払

　　　　自動車ローン利用

　　　　　　その他

273

72

45

　8

6＆6

18．1

113
2．0

合　　計 398 100の
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表2－12　支払方法と世帯収入のクロス表

世帯収入

支払方法 2万元

未満

2・3万元

未満

35万元

未満

57万元

未満

7・9万元

未満

911万元

未満

11・13万元

未満

け15万元

未満

15万元

以上

合計

自己資金で
全額支払

　　2

66．7

　　6

37．5

　40
64．5

　41
70．7

　45
67．2

　33
70．2

　21
65．6

　　15

75．0

　69
75．0

272
68．5

自己資金と家族か

ら借金で全額支払
　0
0．0

　　6

37．5

　20
32．3

　　6

10．3

　13
19．4

　　9

19．1

　　5

15．6

　　2

10．0

　11
12．0

　72
18．1

　　自動車ローン利用 　　1

33．3

　　3

18．8

　2
3．2

　　9

15．5

　　8

11．9

　　5

10．6

　　6

18．8

　　2

10．0

　9
9．8

　45
11．3

その他
　0
0．0

　　1

6．3

　0
0．0

　2
3．4

　1
1．5

　0
0．0

　0
0．0

　1
5．0

　3
3．3

　8
2．0

合　計
　　　3

100．0

　　16

100．0

　　62

100．0

　　58

100．0

　　67

100．0

　　47

100．0

　　32

100．0

　　20

100．0

　　92

100．0

　397
100．0

（注）　上段：実数　下段：％

（9）自動車事故保険（任意保険）加入の有無

　中国で「自賠責」つまり強制自動車賠償責任保険（中文「気動車交通自己

責任強制保険」）が導入されたのは2006年7月1日からで，それまで各省各

市が強制保険としていた自動車保険は全て法律上は任意保険であった。強制

保険の賠償限度額は少なく，事故の際の賠償請求額を満たさないので（死

亡事故の賠償限度額50000元，医療費用賠償限度額8000元，対物賠償限度額

2000元。趣仲波その他編『汽車保険理賠』山東科学技術出版社，2008年，45

頁），追加的に加入するのが任意の自動車賠償保険である。中国でもこの事

情は変わらないと思われる。任意保険の加入者は80．0％と高い。加入予定者

10．4％を含めると9割になる（表2－13）。

　世帯収入が5万元未満の回答者では保険加入者の割合が平均値より低く，

未加入が平均値より高く，加入予定も多いが同時に加入予定なしも多い（表

2－14）。今後所得の低い階層で自動車運転者が増えていけば，保険未加入

者の事故による犠牲者救済が問題になるであろう。
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表2－13　保険加入

回答数 ％

　　加入

　未加入
　加入予定

加入予定ない

316

28

41

10

800
7ユ

104

25
合計 395 100の

表2－14　支払方法と世帯収入のクロス表

世帯収入

保険加入 2万元

未満

23万元
未満

舗万元
未満

ふ7万元

未満

7・9万元

未満

911万元
未満 未満

11・13万元1315万元

　　　　　　未満

15万元

以上

合計

き・薄覇開rr≡，≡一A．

　
　
　
3
1
∪
エ
ぱ
　
之
s
　
一
亘
＿
－
r

　48
82．8

　61
91．0

　41
89．1

　28
90．3

　17
89．5

　79
86B

316

80．2
加入

未加入

　　　　2

綾翻凄
　　　　0

　　0．0

　　　　9

底．砲磁嘉

　　　　2

ぷi璽》

　　　11

ξ1：癬・

　4
6．9

　2
3．0

　1
2．2

　0
0．0

　　　　2

漣鍾、
　6
6．6

28

7．1

　　　　2

蘂総日
　　　　1

　　　　　　　　3　　　　　＞ざ　　　　　意鐵・ジ＞P一岬曜，毘一・漠一＿“⇔

　　　　　　　　　1

　
　
　
1
5
　
　
　
　
七
s

　　6

10．3

　4
6．0

　4
8．7

　3
9．7

　0
0．0

　3
3．3

　40
10．2

加入予定

加入予定
　ない 蕊烈紘麹糊

　　　　5

ぴ灘竃
　0
0．0

　0
0．0

　0
0．0

　0
0．0

　0
0．0

　　　　3

姪

10

2．5

合計
　　　5

100．0

　　15

100．0

　　62

100．0

　　58

100．0

　　67

100．0

　　46

100．0

　　31

100．0

　　19

100．0

　　91

100．0

　394
100．0

（注）　上段　実数　下段：％

（10）自家用車保有の経済的な負担度

　自動車の保有が経済的な負担になっているのかどうかについては，非常に

負担4．5％，やや大きいが25．6％とほぼ3割を占める。普通が51．6％である。

あまり負担はない13．3％，まったく負担はない5．0％である（表2－15）。客

観的な基準はないので，正確なことはいえないが，所得の低い自動車購入者

が今後増大すれば，経済的負担感の大きい層も同様に増えるであろう。

表2－15経済的負担
回答数 ％

　非常に大

　やや大
　　普通

余り負担ない

全く負担ない

18

102

206

53

20

4．5

256
516
13．3

　5
合　　計 399 100
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（11）自動車を購入して良かったと思う点（複数回答）

　「生活が豊かになった」が44．4％と最も多い（表2－16）。続いて「仕事の

効率化」が31．2％で，両者を足せばほぼ4分の3になる。こうした感想が大

部分を占めるのははごく普通の反応であろう。他方，「優越感を感じる」は

10％以下である。「特にない」も16％と意外に多い。これらの分布は，回答

者に比較的高学歴者が多いことを反映しているのかもしれない。また，2度目，

3度目の購入者にとっては，特にないのは当たり前かもしれない。

表2－16購入して良かった点
複数回答 ％

　仕事効率化

生活豊かになる

優越感感じる

　　その他

　特にない

125

178

38

16

64

312
444
95
40
160

合　　計 421 105．0

（12）購入する自動車を選択する際の主な基準（1位，2位，3位）

　選択基準1位のなかでは，価格46．4％，ブランド19．9％，安全性14．4％が多

く，他のファクターの比率はおしなべて低い。ところが基準2位では，ブラ

ンド30．8％，安全性189％，価格16．1％となる。基準3位では，1，2位には

出てこなかった乗り心地23．1％，デザイン11．8％，アフターサービス11．3％，

維持費の経済性9．9％，故障が少ないこと9．7％といったファクターが意識さ

れている（表2－17）。1～3位の合計のファクターの重視度は1位に示さ

れている価格ブランド，安全性の順位と一致する。価格，ブランドが基

準として重視されるのはおそらく普通のことであろうが，安全性がブランド

に次ぐファクターになるのはかなり特徴的なことといえよう。つまり自動車

の安全性に対する社会的な信頼度が低いことの反映であろう。これはいわゆ

る国産車より外資系の自動車が選好される言外の理由の一つであろう。また

デザインが1位，2位では重要なファクターとして選ばれないこと，乗り心

地すら同様に三位の最上位ファクターとして入ってくるまで重要視されてい

ないこと，これらには中国の自動車市場の未熟性といえる要素が見て取れよ
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う。

表2－17選択基準
選択基準1位 選択基準2位 選択基準3位

選択基準
回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％

価格 187 464 61 16．1 37 99
ブランド 80 199 117 3α8 28 7．5

デザイン 29 7．2 40 105 44 11β

乗り心地 27 67 42 11．1 86 231
購入先 2 05 6 16 4 1．1

安全性 58 144 72 1＆9 56 150
アフタサービス 6 15 9 2．4 42 11．3

維持費経済的 6 1．5 15 3．9 37 99
故障少ない 6 1．5 17 45 36 9．7

その他 2 05 1 03 3 08
合　　計 403 looc 380 10α0 373 1000

　選択基準1位と年齢層とのクロスを取ってみた（表2－18）。価格を重視

するのはいずれの年齢階層でも同じだが，40～54才の中年層になるとブラン

ド重視の比率が増えてくる分価格重視の比率が下がるようである。この年

齢層は世帯所得も高いので，ブランドにこだわる余裕も出てくるのであろう。

表2－18選択基準1位と年令のクロス表
年令選択基準

　　1位 20未満 20－24 25－29 30－34 35－39 4044 45－49 50－54 55－59
合計

価格
　　0

0．0

　　18

52．9

　　49

51．6

　　52

46．4

　　34

46．6

　　16

37．2

　　9

34．6

　　8
53．3

　　0

0．0

186

46．5

ブランド
　　0

0．0

　　3

8．8

　　12

12．6

　　22

19．6

　　17

23．3

　　12

27．9

　　9

34．6

　　5

33．3

　　0

0．0

　　80

20．0

デザイン
　　0

0．0

　　7

20．6

　　6

6．3

　　8

7．1

　　2

2．7

　　1

2．3

　　3

11．5

　　1

6．7

　　0

0．0

28
7．0

乗り心地
　　　1

100．0

　　1

2．9

　　5

5．3

10

8．9

　　3

4．1

　　3

7．0

　　2

7．7

　　1

6．7

　　　1

100．0

27
6．8

購入先
　　0

0．0

　　0

0．0

　　1

1．1

　　1

0．9

　　0

0．0

　　0

0．0

　　0

0．0

　　0

0．0

　　0

0．0

　　2

0．5

安全性
　　0

0．0

　　3

8．8

　　15

15．8

　　14

12．5

　　14

19．2

　　8

18．6

　　3

11．5

　　0

0．0

　　0

0．0

　　57

14．3

アフタ
サービス

　　0

0．0

　　0

0．0

　　2

2．1

　　3

2．7

　　1

1．4

　　0

0．0

　　0

0．0

　　0

0．0

　　0

0．0

　　6

1．5

維持費
経済的

　　0

0．0

　　1

2．9

　　3

3．2

　　1

0．9

　　0

0．0

　　1

2．3

　　0

0．0

　　0

0．0

　　0

0．0

　　6

1．5
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故障
少ない

　　0

0．0

　　1

2．9

　　1

1．1

　0
0．0

　　2

2．7

　2
4．7

　0
0．0

　　0

0．0

　0
0．0

　6
L5

その他
　　0

0．0

　0
0．0

　1
1．1

　　1

0．9

　　0

0．0

　0
0．0

　　0

0．0

　0
0．0

　　0

0．0

　2
0．5

合計
　　　1

100．0

　　34

100．0

　　95

100．0

　ll2
100．0

　　73

100．0

　　43

100．0

　　26

100．0

　　15

100．0

　　　1

100．0

　400
100．0

（注）　上段：実数　下段：％

（13）車の定期点検や修理はどこでやっていますか（やる予定ですか）

　点検修理先は購入先の特約ディーラーが61．5％と最も多く，次いで購入先

以外の専売ディーラーが15．6％である。つまり専売ディーラーで定期点検や

修理を行っているのが8割近くになる。他方，自動車修理工場は20．8％であ

る（表2－12）。特約ディーラーが多数展開している大都市の特徴であろう。

表2－19点検修理先
修理点検先 回答数 ％

　購入先専売ディーラー
購入先以外の専売ディーラー

　　　自動車修理工場

　　　　　その他

236

60

80

　8

61．5

156
20．8

21

合　　計 384 looの

3　自家用車の購入や利用についての意見

（1）意見の概要

　われわれは最後に自家用車の購入や利用についての購入者の意見を聴取す

べく，21のステートメントをあげて，それに対する賛否の程度を，「大いに

反対」「やや反対」「どちらとも云えない」「やや賛成」「大いに賛成」の5点

尺度で聞いた。21のステートメントには，第1に自動車価格，自家用車の維

持費や任意保険料等の経済的負担についての意見（3問），第2に購入後の

自家用車の利用の仕方や生活の変化について（6問），第3に購入後の満足

について（3問），そして第4に豊かな暮らしに向かっての趨勢や今後の自

動車の普及について（3問），さらに第5に道路網等のインフラ整備による

自動車利用の便宜性の向上と自動車利用がもたらす負の側面についての意見
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（4問），加えてメーカー系ディーラーの評価（2問）が入っている。

　図3－1は21のステートメントに対する回答結果である。「大いに反対」

から「大いに賛成」まで5つの回答肢のそれぞれについて，欠測値を除いた

有効回答の百分率で示している。「自動車の普及は地球環境に良くない」「公

共交通機関の拡充を優先すべき」「自家用車の保有は今後ますます増加する」

等は80％以上の回答者が肯定している。それに対して，「自動車の保有は豊

かな生活の象徴である」は否定派が肯定派よりも多い。

　結果をより概括的にとらえるために，それぞれのステートメントに対する

肯定の程度を平均値と標準偏差で示したのが表3－1である。「大いに反対」

に1点，「大いに賛成」に5点が与えられているために，平均値はステート

メントに対する回答者の肯定の強さを示している。それによれば，「自動車

の普及は地球環境に良くない」（4．35），「公共交通機関の拡充を優先すべき」

（4．33），「自家用車の保有は今後ますます増加する」（4．26），「自家用車は4S

店などのメーカー系ディーラーで購入した方が良い」（3．89），「5年先の暮ら

しは今よりもっと良くなる」（3．75）で非常に高く，反対に「自動車の保有は

豊かな生活の象徴である」（2．72）や「自家用車をもつことによって優越感

を感じる」（3．01），「自動車の価格はかなり高い」（3．07）等で非常に低くなっ

ている。これはあくまでも既に自動車を保有している都市部に住む人々の意

見であり，大多数の未保有者の意見はこれとは逆になるかも知れない。

　標準偏差の大きさは意見の多様性を示すが，「自動車の普及は地球環境に

良くない」「公共交通機関の拡充を優先すべき」「自家用車の保有は今後ます

ます増加する」は変動係数も小さく，意見の一致度が高いことを示している。

同様に「購入した自動車（性能や乗り心地）の満足度」「自家用車のある生

活への満足度」「自家用車はメーカー系ディーラーで購入した方が良い」等

も変動係数の低さからみて，多くの人々の間でかなり一致した意見になって

いる。反対に，「自動車の維持費はかなり高い」や「自動車の価格はかなり

高い」「自動車教習所も増え運転免許の取得体制が整ってきた」は変動係数

が相対的に高く，意見の一致はそれほど高くないと云える。



（529）　－61一中国都市部自動車購入者の意識と行動

　
　
恨
塚
“
一
蓑
株
■

　
　
　
恨
綱
阜
●
●

4
岨
㎡
順
ψ
ぺ
◎
P
袖

　
　
　
哀
園
●
●
せ

　
　

夜
逼
”
一
経
株
■

i
　
　
ー
　
ー

L
“
嵩

べ　r

一

⑰…
讐

「｝

一

§
一
一

一i1．｝

§§一一

　　苫

　　ひ　　留
一　一、・一一一一一

　箒

一　　一一、

一一 一

一

一1

｝－｝

｛1「

ト

森
．
ぺ
　
．

h ｝蔑一一

民　　　1，

q

、
o
捕
一

一 「，…

§
一
一
　
鴫
　
鴇
一
一
…

§丁…

　｛一ト 一

●

鶏
．
1

≡む

、－

1

L一一一吟

昏
鴫
昏

； 儒
」
．

一一
．．　
1
1

　馳苫
旦
』
、

‘　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1　　　　　一 、　　　　　　　．　　、　．　　　　　　　　　　． 1　　　　　　　　．

ボ

8
H

望
6
ひ

ま
O
ー
《

蓉
●

§

ヌ
O
め

§

蓉
m

口
8
N

×
O
】

誤
O

細
て
ト
ポ
囹
細
ボ
堤
e
相
悩
κ
皐

’

→
燥
u
云
唱
蟹
衡
碧
竺
日
碧
旨
旺
桜
皿

山
柄
レ
ぶ
W
堪
鍛
羅
廷
蒙
爵
紘
曜

再
慰
礼
軽
－
旺
荏
冊
富
皿

鄭
葦
副
拳
鰯
堰
e
や
1
小
ー
ヤ
外

郡
繋
く

霞

e
P
ー
い
ー
ヤ
外

当
摂
U
一
輿
酬
㎏
掲
e
帰
旺
桜
皿

聞

媒

U
按
笹
e
ポ
＜
霞

倒
摂
り
一
碧
倉
⊃
蝋
・
桜
製
e
畳
く
霞

噸
ト
異
碧
ト
柵
ト
禍
冊
樽
墜
掛

砲
“
“
一
粂
倒
■
1
さ
輿
胡
，
酒
Φ

山
o
O
”
ア
只
9
弛
腹
削
〉
袖
昼
ヨ

緬
噺
e
輿
剖
縛
兵
倒
亘
体
離
橋

’

⊇
ぬ
》
ヤ

い
ユ
忠
迄
e
P
惜

旺
桓
顛
阜
棒
卓
小
齢
埜
昌

所
矧
細
掛
砲
O
螺
勾
く
e
圏
限

砲
●
暗
厳
額
囹
〉
袖
“
一
体
嘩
叫

山
⊃
∪
〒
制
ミ
ヤ
■
K
・
事
即
胆
胡

二
煙
⊃
縛
粂
薬
鰹
磁
柄
出

二
恒
ひ
緑
粂
嘱
堆
鷲

二
裡
〉
縛
兵
拒
軍
僻
督
皿

（
〉
錐
㎏

型
属
R
）
順
蝋
N
》
“
e
眠
堰
　
一
1
◎
り
図



一
62－　　（530） 山口経済学雑誌　第59巻　第5号

表3－1　各項目の平均値
度数 平均値 標準偏差

価格高い 404 307 1の5

維持費高い 404 340 1．19

保険料高い 400 346 1．12

生活習慣変化 400 3．66 0．89

優越感感じる 401 301 α98

周囲と差異化 399 3．28 0．91

仕事通勤用 404 315 102
旅行ドライブ多い 401 3．66 091
豊かな生活の象徴 403 272 105
豊かになった 397 3．53 1．01

一層豊かになる 403 375 092
車保有増加する 403 426 α80

性能＆乗心地満足 401 3．65 0．85

購入先応対に満足 403 337 092
自家用車生活満足 402 364 080
ディーラーで購入推奨 403 3．89 089
ディーラーで点検修理推奨 402 3β2 093
自動車利用一段と便利 404 365 109
免許取得体制整備 404 3．14 1．15

地球環境に悪い 404 435 084
公共交通拡充を優先 403 433 α89

（2）諸属性と意見のクロス分析

　21のステートメントに対する回答を回答者の属性との関係で見てみよう。

先ず，男女間の差異について見たのが表3－2である。自家用車を専ら通勤

や仕事に使っているのは男性が高く，女性で低くなっている。車の点検修理

についてメーカー系のディーラーを推奨するのは女性の方が男性よりも高

く，何れも1％水準で有意となっている。他にも「自動車の保有は豊かな生

活の象徴である」「自家用車の保有は今後ますます増加する」「公共交通機関

の拡充を優先すべき」は女性で高く，男性で低い（5％水準で有意）。

　次に，都市間の差異については表3－3で示されている。それによれば，

自動車の価格や維持費や保険料等の費用負担についての回答者の意見は都市

間で異なっている。また，「車を選択する場合，ブランドやカラー・デザイ

ンで周りの人と異なるものが好き」という差異化志向，自家用車のある生活

への満足度メーカー系ディーラーでの購入推奨自動車インフラの整備に
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よる自動車利用の向上，公共交通機関の拡充を優先すべきといった意見も都

市間で異なっており，統計的にも有意となった。

表3－2　意見平均値の男女間差異
男 女 合計

性別
平均値 度数 標準偏差 平均値 度数 標準偏差 平均値 度数 標準偏差

有意
水準

価格高い 3．08 265 1．04 304 134 1．06 3の7 399 1．04

維持費高い 3．32 265 1．16 3．54 134 1．22 339 399 1．18

保険料高い 346 261 1．10 343 134 1．13 3．45 395 1．11

生活習慣変化 3．63 262 084 3．71 133 0．99 3．66 395 0．89

優越感感じる 3．00 262 0．98 304 134 0．99 302 396 098

周囲と差異化 3．28 263 091 3．27 131 α89 328 394 091

仕事通勤用 3．23 265 1．04 295 134 α97 3．14 399 ω2 ＊＊

旅行ドライブ多い 361 263 087 3．74 133 α97 3．65 396 0．91

豊かな生活の象徴 281 264 1．06 2．56 134 α98 2．72 398 1．04 ＊

豊かになった 353 259 lO5 356 133 092 3．54 392 1．01

一層豊かになる 378 265 0．97 371 133 081 3．76 398 0．92

車保有増加する 420 265 α85 4．38 133 口8 4．26 398 0．80 ＊

性能＆乗心地満足 3．60 264 035 3．76 132 0．85 3．65 396 α85

購入先応対に満足 3．36 264 092 3．39 134 0．92 3．37 398 α92

自家用車生活満足 3．63 265 0潟1 3．66 132 080 a64 397 α81

ディーラーで購入推奨 388 264 0．88 3．94 134 0．91 3．90 398 0．89

ディーラーで点検修理推奨 3．56 264 0．92 3．74 133 0．96 362 397 α94

自動車利用一段と便利 3．54 265 1．14 388 134 α96 3．65 399 1の9 ＊＊

免許取得体制整備 3．16 265 1．13 3．10 134 1．19 3．14 399 1．15

地球環境に悪い 4．35 265 080 4．40 134 085 437 399 0．82

公共交通拡充を優先 4．27 264 0．93 4．46 134 080 4．33 398 0．89 ＊

注）＊＊：1％で有意，　＊：5％で有意

　順序尺度をもつ属性との関連は，順位相関係数によって一応の傾向をつか

むことが出来る。表3－4の（1）および（2）は順位尺度をもつ属性と21

の意見との関係を示す順位相関係数（Kendallのτ）である。

　先ず年令との関係では，若い人ほど自家用車の維持費や保険料が高いと

思っているようである。また，「自動車の保有は豊かな生活の象徴である」

や「自家用車の購入によって生活のスタイルが変わってきた」と思ったり，

購入した自動車や自家用車のある生活への満足度および自動車教習所など

免許取得体制が整備されてきたという意見は年令とともに増大する傾向にあ

る。逆に「自動車の普及は地球環境に良くない」と考えているのはどちらか

といえば若い人の方が多いようである。
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中国都市部自動車購入者の意識と行動 （533）　－65一

　学歴との関係では，高学歴の人ほど，購入した車や自家用車のある生活に

満足しており，「自家用車で家族や友人と旅行やドライブに出ることが多く

なった」と思っている人が多い。また，ディーラーでの購入や点検修理を推

奨する傾向も強い。加えて「自家用車の保有は今後ますます増加する」と考え，

「自動車の普及は地球環境に良くない」や「公共交通機関の拡充を優先すべき」

という意見を強くもっているようである。

　年収や世帯収入との関係では，次のことが云えそうである。年収や世帯収

入の多い人ほど，購入した車や自動車のある生活に満足しており，維持費も

高いとは思っておらず，またディーラーでの自家用車の購入を推奨する傾向

にある。しかし，なぜか「道路網やガソリンスタンドの開設等で自動車利用

が一段と便利になった」という意見とは逆相関の関係にある。これは年収や

世帯収入が高い人ほどかかる自動車インフラに対する要求水準がより高いこ

とを反映しているかも知れない。

　以上は回答者の属性と意見との関係であるが，順位相関係数を通して見る

意見間の関係についても少しだけ触れておこう。先ず第1に「自家用車の保

有は今後ますます増加する」と思っている人ほど，「自動車の普及は地球環

境に良くない」や「公共交通機関の拡充を優先すべき」と強く考えている。

第2に，ディーラーでの購入を推奨する人は，購入先の対応に満足するとと

もに，自動車の点検や修理もディーラーで行うことを推奨する傾向にある。

そういう人は年収や世帯収入も高く，学歴も高い。第3に「自家用車をも

つことによって優越感を感じる」という人は30．4％で，優越感を感じない人

（26．2％）と拮抗していたが，「優越感を感じる人」は以下の意見と正順の関

係にある。すなわち，「自動車の価格はかなり高い」と思っている反面，「5

年前に比べて生活は大変豊かになった」と感じており，加えて「自動車の保

有は豊かな生活の象徴である」や「自家用車の購入によって生活のスタイル

が変わってきた」と訴え，「車を選択する場合，ブランドやカラー・デザイ

ンで周りの人と異なるものが好き」という意見と相関が強い。
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（3）ブランド別満足度と購入先および点検修理先の満足度等

　先に購入した自動車のブランド名を国別で尋ねているので，それとのクロ

スで「購入した自動車（性能や乗り心地）の満足度」を示したのが表3－5

である。ここでは購入ブランドとその満足度のクロス表とともに，1～5点

尺度での平均値を計算している。クロス分析は5％水準で，平均値の差の検

定は1％水準で何れも有意である。回答者のうち30％が日系ブランド車の購

入者であったが，日系はもちろんのこと，欧州系，米国系，韓国系は何れも

約70％が満足しているようである。それに対して，その他や民族系ブランド

車に対しては満足度が低くなっている。満足度を示す平均値においても，韓

国系，日系，欧州系，米国系は非常に高く，民族系やその他ブランド車を大

きく引き離している。

表3－－5　購入ブランド（M1）と性能＆乗心地満足

ブランド
性能＆乗心地満足

非常に反対 やや反対 どちらとも云えぬ やや賛成 非常に賛成
合計 平均値★★

欧州系
　　0

．0％

　　　9

9．5％

　　　18

18．9％

　　　54

56．8％

　　　14

14．7％

　　　95

100．0％
3．77

米国系
　　0

．0％

　　　4

10．0％

　　　8

20．0％

　　　22

55．0％

　　　6

15．0％

　　　40

100．0％
3．75

日本系
　　0

．0％

　　　7

6．5％

　　　25

23．4％

　　　60

56．1％

　　　15

14．0％

　　　107

100．0％
3．78

韓国系
　　0

．0％

　　　1

3．6％

　　　7

25．0％

　　　17

60．7％

　　　3

10．7％

　　　28

100．0％
3．79

民族系
　　　1

1．2％

　　10

11．8％

　　　35

41．2％

　　　32

37．6％

　　　7

8．2％

　　　85

100．0％
3．40

その他
　　0

．0％

　　　3

42．9％

　　　3

42．9％

　　0

．0％

　　　1

14．3％

　　　　7

100．0％
2．86

合計
　　1

．3％

　　34

9．4％

　　　96

26．5％

　　185

51．1％

　　46

12．7％

　　362

100．0％
3．67

注）Pearsonのカイ2乗検定の漸次有意確率（両測）は0．019。　平均値の差の検定は1％水準で有意。

　次に，自家用車の購入先とディーラーでの自動車購入の推奨，すなわち「自

家用車は4S店などのメーカー系ディーラーで購入した方が良い」との関係

を見ると，表3－6の通りである。回答者のうち70％以上の人が専売ディー

ラーで購入しており，彼らの9割近く（86．6％）がディーラーでの購入を推

奨しており，それに反対する者はわずかでしかない。ディーラー以外から購
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入した人でもディーラーからの購入に反対する人はわずかでしかない。しか

し，ディーラーで購入した人とそうでない人とでは，ディーラーからの自動

車購入を推奨する比率において大きな差がある。それは平均点の差にも反映

されている。

表3－6　購入先とディーラーでの購入推奨

ディーラーで購入推奨
購入先

非常に反対 やや反対 どちらとも云えぬ やや賛成 非常に賛成
合計 平均値古★

専売ディーラー
　2
．7％

　7
2．4％

　30
10．4％

　175
60．6％

　75
26．0％

　289
1000％

4．09

専売ディーラー以
外の車販売店

　2
3．4％

　　7
11．9％

　22
37．3％

　19
32．2％

　　9
15．3％

　　59
100．0％

3．44

自動車修理工場
　0
．0％

　　1
25．0％

　　2

500％

　　1
25．0％

　O

o％
　　4
100．0％

3．00

中古車店
　0
．0％

　0
．0％

　　6

500％

　　4
33．3％

　　2
16．7％

　　12
100．0％

3．67

知人等から購入 　2
6．3％

　　6
18．8％

　11
34．4％

　　7
21．9％

　　6
18．8％

　　32
100の％

3．28

その他
　　1

200％

　0
．0％

　0
．0％

　　2
40．0％

　　2

400％
　　5
100．0％

3．80

合計 　7
1．7％

　21
5．2％

　71
177％

　208
51．9％

　94
23．4％

　401
100．0％

3．90

注）Pearsonのカイ2乗検定の漸次有意確率（両測）は0．㎜。　平均値の差の検定は1％水準で有意。

　表3－7は，現在の点検修理先とディーラーでの点検修理の推奨，すなわ

ち「自家用車の点検や修理は4S店などのメーカー系ディーラーでやっても

らった方が良い」との関係を示している。ここでもクロス分析や平均値の差

の検定の何れも統計的に有意であった。回答者の62％は車を購入した特約

ディーラーで点検や修理を実施しており，次いで自動車修理工場（21％），

購入先以外の特約ディーラー（16％）が多い。自動車修理工場やその他の所

で点検や修理を受けている人の中にも，4割近くはディーラーでの点検修理

を推奨している。中国においても，自家用車の購入はもちろん，点検や修理

においてもメーカー系ディーラーの役割ないしステイタスが人々の中に定着

してきたことがわかる。
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表3－7　点検修理先とディーラーで点検修理推奨
ディーラーで点検修理推奨

点検修理先
非常に反対 やや反対 どちらとも云えぬ やや賛成 非常に賛成

合計 平均値★★

購入先特約ディー
ラー

　3
1．3％

　9
3．8％

　67
28．4％

　111
47．0％

　46
19．5％

　236
100．0％

3β0

購入先以外の特約
ディーラー

　　1

1．7％

　　5

8．3％

　32
53．3％

　　15

25．0％

　　7
11．7％

　　60
100．0％

3．37

自動車修理工場
　　5

6．3％

　13
16．5％

　　29

36．7％

　25
31．6％

　　7

＆9％

　　79
100．0％

3．20

その他
　0
．0％

　　2
25．0％

　　3
37．5％

　　3
37．5％

　0
．0％

　　　8

100．0％
3．13

合計 　9
2．3％

　29
7．6％

　131
34．2％

　154

402％
　60
15．7％

　383
100．0％

3．59

その他
　　1

20D％

　0
．0％

　0
．0％

　　2

400％

　　2
40．0％

　　　5

100．0％
3．80

合計 　7
1．7％

　21
5．2％

　71
17．7％

　208
51．9％

　94
23．4％

　401
100．0％

3．90

注）Pearsonのカイ2乗検定の漸次有意確率（両測）は0．000。　平均値の差の検定は1％水準で有意。

　表3－8は自家用車を購入する際の支払い方法と「自動車の価格はかなり

高い」との関係を支払い方法別の平均値でみたものである。見られるように，

自動車ローンを利用して購入した人々の「自動車価格は高い」とする意見の

平均値（3．51）は他に比べて非常に高くなっている。これはローン利用者の

多くは「自動車の価格はかなり高い」と強く思っていることを示しており，

逆に言えば自動車の価格が高いと思う人々の多くは自動車ローンを利用して

いるとみることもできる。

表3－8　支払い方法別「自動車価格高い」の平均値

支払方法 平均値 度数 標準偏差

自己資金で全額支払

自己資金と家族から借金で全額支払

自動車ローン利用

その他

303
2．88

3．51

3DO

273

72

45

　8

1．00

1．15

099
141

合計 306 398 105

　　　注）平均値の差の検定：5％水準で有意

（4）自家用車のある生活への満足

　自動車購入者が自家用車のある今の生活にどの程度満足しているかを知る

ために，われわれは「自家用車のある生活に非常に満足している」かどうか

を尋ねた。結果は既に示したように，大いに賛成（11．9％），やや賛成（47％），
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どちらとも云えぬ（35．3％），やや反対（4．2％），大いに反対（1．5％）であった。

　自家用車のある生活に対する自家用車保有者の満足は，何によって説明さ

れるのであろうか。それをみるために「自家用車のある生活に非常に満足し

ている」を従属変数とする回帰分析を試みた。独立変数としては，「維持費

が高い」「自動車保有による生活のスタイルや習慣の変化」「優越感を感じる」

「専ら仕事や通勤に使っている」「自家用車で旅行やドライブに出ることが多

い」「5年前に比べ生活は大変豊かになった」「購入した自動車の性能や乗り

心地に満足している」「インフラの整備で自動車利用が一段と便利になった」

の8変数が投入された。われわれは当初「自動車の普及は地球環境に良くな

い」「公共交通機関の拡充を優先すべき」という2つの意見が「満足度」に

マイナスに影響すると仮定して独立変数に組み込んだが，予想に反してそれ

らの回帰係数は有意ではなかったが符号はプラスであった。したがって，最

終的にはそれらは独立変数群から除外された。

　高い維持費は満足に対するマイナスの効果をもつであろうし，生活スタイ

ルの変化や優越感は「豊かな社会」の到来とともに人々の感情や行動にポジ

ティブに影響を及ぼす重要な駆動要因である。また，自家用車での通勤や仕

事への利用は便宜性や快適さを一層増幅させることに貢献するとともに，自

家用車の保有は家族や友人とのドライブや旅行の機会をつくることを通して

人々の満足度を高めることになるであろう。そして急速な経済発展により

人々の暮らしが豊かになり，自家用車の保有者はまさにそのような社会発展

の恩恵にあずかってきた人々であるために，それ自体が彼らの満足度をより

一層高めることになるはずである。さらに購入した自動車の性能や乗り心地

の良さは直接に自家用車のある生活の満足度を高めることに貢献するであろ

うし，道路網等の諸種のインフラの整備による自動車利用の便宜性の向上も

また同様に自動車利用者の満足度を高めることに貢献する。

　表3－9は8つの独立変数をすべて投入した強制投入法の結果である。F

値は23．03で高度に有意であり，調整済み決定係数はO．313であった。有意で

はなかったが維持費の回帰係数がマイナスになった以外，残り7つの独立変
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数はすべてプラスの符号であった。強制投入法では「専ら仕事や通勤に使っ

ている」や「自家用車で旅行やドライブに出ることが多い」をはじめ回帰係

数が有意でない変数が多く見られた。そのためにステップワイズ法を試み，

表3－10に示す結果を得た。

　ステップワイズ法では最終的に5つの変数が回帰式に取り込まれた。F値

は35．99で高度に有意であり，調整済み決定係数は0．311である。自家用車の

ある生活への満足度を説明するうえで最終的に採択された変数は，「購入し

た自動車の性能や乗り心地に満足している」「自動車保有による生活のスタ

イルや習慣の変化」「5年前に比べ生活は大変豊かになった」「インフラの整

備で自動車利用が一段と便利になった」「優越感を感じる」の5つであった。

標準化回帰係数βを見れば，購入した車の性能・乗り心地が最も強く満足度

に影響していることがわかる。マイナスの効果を予想していた自動車の維持

費は最終的には回帰式に取り込まれなかった。

表3－9　回帰分析（強制投入法）結果

B 標準誤差 ベータ t値 有意確率
（定数） 811 259 3．13 ．002

維持費高い ．052 の30 、077 一
1．77 ．078

生活習慣変化 ．156 ．044 ．171 3．57 ．000

優越感感じる 084 ．038 ．102 220 029
仕事通勤用 Dl2 ．033 C15 036 ．718

旅行ドライブ多い の37 040 の41 α91 ．365

豊かになった ．104 ℃37 ．128 2．77 ．006

性能＆乗心地満足 ．361 の42 ．380 ＆57 ．000

自動車利用一段と便利 ．085 ．034 ．113 251 ．013

注）従属変数：自家用車のある生活への満足度。
　　決定係数R2ニO．327，調整済みR2＝O．313。　F値二23．03（有意確率O．OOO）

　　　　　　　　表3－10　回帰分析（ステップワイズ）結果

B 標準誤差 ベータ t値 有意確率
（定数） ．788 ．221 3，564 ．000

性能＆乗心地満足 ．367 ．042 ．386 ＆766 ．000

生活習慣変化 ．148 ．042 ．161 3479 ．001

豊かになった ．110 ．037 ．136 2⑨72 ．003

自動車利用一段と便利 087 ．033 ．116 2613 009

優越感感じる 083 の38 ．loo 2162 の31

注）従属変数：自家用車のある生活への満足度
　　決定係数R2＝O．320，調整済みR2　・O．311。　F値＝35．99（有意確率0．000）
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おわりに

　このところの高い経済発展によって，特に都市部を中心に成立した中国大

衆消費社会は今や周辺の中小都市部へと広がっている。われわれは先に中国

における大衆消費社会の成立プロセスを検証する過程で中国7都市の消費者

に対するアンケート調査を実施した。その中で耐久消費財の保有状況や購入

希望についての意向を調査した。それによれば，自家用車の保有状況は6．7％

であった。これは，われわれの調査都市が中国においても最も高い成長を遂

げていた沿海部の大都市を多く含んでいるために，中国政府発表の都市部で

の自動車普及率（2005年で3．4％）よりも高くなっているが，他の耐久消費

財の普及率に比べれば非常に低く，多くの人にとっては自動車は未だ高嶺の

花であると云える。事実，自動車は「最も購入したい耐久消費財」として住

宅に次いで第2位に上がっている。30歳未満（40％）で最も高く，30歳代（33％），

40歳代（28％），50歳代（22％），60歳代（10％）と年令が上がるにつれて低

くなっているものの，自動車保有への要求は非常に高い1）。

　自家用車保有者に対する今回の調査の回答者の年令分布は，20代（31．8％），

30代（47．0％），40代（172％），50代（3．8％）となっており，自動車保有

への欲求が非常に強い年令層の割合が高くなっている。その意味で，「自家

用車保有後の生活のスタイルが大きく変化した」（反対＆7％に対して賛成

57．3％，平均値3．66）や「家族や友人との旅行はドライブが多くなった」（反

対＆5％に対して賛成61．9％，平均値3．66），そして「自家用車のある生活に

非常に満足している」（反対16．4％に対して賛成5＆9％，平均値3．64）などの

意見の平均値は相対的に高く，肯定的な意見が多いことはよく理解できる。

　しかし他方で，「自動車の保有は豊かな生活の象徴である」（反対42．2％に

対して賛成23．14％，平均値2．72）や「自家用車をもつことによって優越感を

感じる」（反対26．2％に対して賛成29．4％，平均値3．01）は相対的に低く，予

1）米谷雅之，李海峰「中国における消費社会化のプロセス：7都市での調査を通して」『経

　済研究論集』（広島経済大学経済学会）第30巻第3／4号，7ページおよび9－12ページ参照。
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想とは若干異なる結果であった。このことは，最近の自動車の普及が急速で

あるために，自動車は最早特別視し得るものでなくなっているのか，あるい

は今回の回答者は大学や大学院修了者が61．4％と学歴が非常に高く（大学卒

40．8％，大学院卒20．6％），したがって職業的にもかなり選ばれた人々（科学

技術教育専門家や教師20．3％，外資企業職員16．3％，企業経営者21．8％）で

あるという回答者の特性によるのかの何れかであろうが，後者の影響がかな

り大きいものと考えている。

　多くの回答者は「5年先の暮らしは今よりもっと良くなる」と予想すると

ともに，「自家用車の保有は今後ますます増加する」と考えている。このよ

うな中で，「自家用車のある生活への満足度」や「購入した自動車（性能や

乗り心地）の満足度」は高く，回答者の間での意見の一致度も高い。しかし，

他方でほとんどの回答者が「自動車の普及は地球環境に良くない」や「公共

交通機関の拡充を優先すべき」という意見への賛意を表明しており，回答者

間の意見の一致度は非常に高い。自動車保有による便宜性や快適性と，それ

がもたらす環境問題への負の効果を明白に認識している。

　しかし，この負の効果は回答者の「自家用車のある生活への満足度」に直

接に影響を及ぼしてはいないようである。われわれは「自動車の普及は地球

環境に良くない」や「公共交通機関の拡充を優先すべき」が，「自家用車の

ある生活への満足度」にマイナスに影響すると予想したが，順位相関分析や

この2つを独立変数に入れた回帰分析においても，結果は予想に反してむし

ろプラスの影響をもつ，あるいは最終的な回帰式に取り込まれない結果に

なった。自家用車の普及がもつ環境への負の効果，従って公共交通機関を優

先的に拡充すべきという意見は，ほとんどの人々が一般的な意見として強く

認識してはいるものの，自家用車のある生活への個人的な満足度に対する阻

害要因にまでにはなっていない。自動車の維持費という費用負担についても，

強制投入法では予想通り満足度に対してマイナスの効果を示したが有意には

ならなかったし，ステップワイズ法では最終的には除外される結果になった。

　最後に，4S店などメーカー系の専売ディーラーの利用が中国においても
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既に一般化しており，そこでの自動車の購入や点検修理を推奨する意見は，

それを利用していない自家用車の保有者のなかにも見られた。このことは，

自動車の購入や点検修理に関する専売ディーラーの役割ないしステイタスが

人々の中に広く定着してきたことを示していると云える。

【執筆者紹介】

　　藤原　貞雄

　　米谷　雅之
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山口大学教授

天津科技大学准教授
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付　表

乗用牟晦巽者洞査向巻（マイカー購入者へのアンケート調査表）

1介人属性

　（1）性別　1．男　　2．女　　　　　婚否　1．己婚　　2．未婚

　（2）年齢　1．不満20歩　　2．20～25歩　　3．25～30歩　　4．30～35歩

　　　　　　5．　35～40歩　　　　6．　40～45歩　　　　7．　45～50歩　　　　8．　50～55歩

　　　　　　9．55～60歩　　10．60歩以上

　（3）家族成員数

　　　1．1人　　2．2人　　3．3人　　4．4～5人　　5．6人以上

　（4）耳只並

　　1．工人　　2．公各員　　3．科技教育工作者　　4．中小学教卿

　　5．私菅企並経理　　6．外資企並経理　　7．外資合資企並取員

　　8．国有企並経理　　9．国有企並駅員　　10．其官

　（5）学坊

　　1．小学及以下　　2．初中　　3．高中・技校　　4．大寺　　5．大学

　　6．研究生及以上

　（6）住房

　　1．以前単位分的住房　　2．租賃的住房　　3．介人現款胸妥的商品住房

　　4．介人貸款姻妥的商品住房　　5．其宕（　　　　）

　（7）去年悠本人的牧入（包括兼駅牧入）

　　1．1万元以下　　2．1～2万元　　3．2～3万元　　4．3～5万元　　5．5～7万元

　　6．7～9万元　　7．9～11万元　　8．11～13万元　　9．13万元以上

　（8）去年悠家庭的忌牧入（包括兼駅牧入）

　　1．2万元以下　　2．2～3万元　　3．3～5万元　　4．5～7万元　　5．7～9万元

　　6．9～11万元　　7．11～13万元　　8．13～15万元　　9．15万元以上

　（9）悠能姻妥的牟是否是新牟　　1．新午　　2．二手牢

　（10）悠胸妥汽牟的品牌是

　　1．欧洲品牌　　2．美国品牌　　3．日本品牌　　4．韓国品牌　　5．本土晶牌
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　　6．其官

　（11）汽牟的排『量

　　1．LO及以下排『量　　2．1．1～1．6排『量　　3．1．8～2．0排『量

　　4．2．0～2．5排ft量　　5．2．5～3．0排『量　　6．3．0以上排『量

21胸采和使用

　（1）胸妥汽牟的目的（第一位，第二位）

　　1．工作需要　　2．通勤　　3．力了接送家庭成員

　　4．力了休息日及假期出游方便　　5．其官（　　　　）

　　第一位是（　　　　），第二位是（　　　　）

　（2）胸妥汽李的功机（清逸揮丙介以内）

　　1．力了工作　　2．力了辻家里人高共　　3．因喜炊賀牟　　4．受到同事的影哺

　　5．来戚朋友的影ロ向　　6．是社会地位的象征　　7．其官（　　　　）

　（3）杁有汁刻妥牟到実后妥牟的吋同

　　1．半年以内　　2．半年～1年　　3．1～2年　　4．2～3年　　5．3～5年

　　6，5年以上

　（4）胸牟経詮

　　1．初次　　2．第2次　　3．第3次以上

　（5）最新胸＄吋同

　　1．2005年以前　　2．2005年　　3．2006年　　4．2007年　　5．2008年

　　6．2009年

　（6）胸妥渠道

　　1．「家特件経硝商　　2．特許経梢商以外的汽牢梢告店

　　3．汽牢修理「・修理店　　4．二手卒経梢店　　5．杁朋友那里姻妥

　　6．其官（　　　）

　（7）逸拝上述渠道的理由（可以逸拝三介理由以内）

　　1．因「家特杵経梢商可以信頼　　2．因距萬住赴工作単位近方便

　　3．因服各人員的熟情周到　　4．比其他店便宜　　5．所悦告后服各好

　　6．因可以亦理汽李貸款　　7．所説咳店技木水准高
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　　8．因有熟人及朋友的介多召　　9．因　告宣佳名声校大　　10．其他（　　　　）

　（8）姻妥汽牢款的支付方法

　　1．全額支付（全額自有資金）　2．全額支付（自有資金及杁来戚朋友的借款）

　　3．首付加汽牟貸款　　4．其官

　（9）是否参加任意保険

　　1．己参加　　2．未参加　　3．汁刻参加　　4．不准各参加

　（10）自己葬牢的経済負担

　　1．非常大　　2．有点大　　3．一般　　4．不太感覚到負担

　　5．没有経済負担

　（11）胸妥汽牢后感到仇点

　　1．工作敷率提高　　2．生活変得羊富　　3．感覚到了仇越感

　　4．其官（　　　　）　5．没什久変化

　（12）胸妥汽牢的主要因素（第一，第二，第三位）

　　1．恰格　　2．品牌　　3．夕卜双没汁　　4．駕乗箭遣度　　5．胸叉渠道

　　6．安全性　　7．官后服各　　8．弄李升硝　　9．故障少　　10．其他（　　　）

　　第一位（　　　　），第二位（　　　　）　，第三位（　　　　）

　（13）悠一般在那里作汽牟的定期保弄或修理（或打算在那里）

　　1．在姻妥的特杵経梢店　　2．在胸采店以夕卜的特許経硝店　　3．汽牟修理工「

　　4．其他（　　　）

3美干汽牢鈎叉及使用的意兄

　悠対下面的意兄有多大程度是賛同或者反対的？清在其中逸拝一項．

　（1）汽牟伏格相当高

　　1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

　（2）弄牟費用相当高

　　1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

　（3）汽牟任意険保費相当高

　1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

　（4）胸牟帯来生活刀慣的変化相当大
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1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（5）成力有牢族而有仇越感

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（6）在逸拝妥汽牢吋，想和身辺的人棚有不同的午（品牌，李型，顔色等）

1．非常反対　2．有点反対　3．既不讐同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（7）胸妥的汽在只是用来工作和通勤

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（8）用牢和家里人及朋友的自雪游的机会多

1．非常反対　2．有点反対　3．既不讐同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（9）有牟族是生活富裕的象征

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（10）同五年前相比我伯的生活変得相当富裕

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（11）五年以后我伯的生活比現在会更加富裕

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（12）私家卒的棚有率今后会越来越高

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（13）対干胸妥的汽牟性能及乗弩舘遥度非常満意

1．非常反対　2．有点反対　3．既不贋同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（14）対胸李店的服各志度以及官后服各非常満意

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（15）対捕有私家牟的生活非常満意

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（16）私家牟座在4S店等「家特i午経硝商赴胸妥力好

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同　5．非常賛同

（17）私家牟的保芥以及修理庇在4S等「家特i午経硝赴

1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点螢同　5．非常讐同

（18）随着交通同以及加油姑等没施的完各，汽牟的使用会越来越便利
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　1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同

　（19）汽牟駕校増多，考取弩照的制度也彼完各

　1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同

　（20）私家牟的増加対地球圷境非常不利

　1．非常反対　2．有点反対　3．既不賛同也不反対　4．有点賛同

　（21）庇咳仇先友展公共交通

　1．非常反対　2．有点反対　3．既不贅同也不反対　4．有点賛同

5．非常讐同

5．非常賛同

5．非常賛同

5．非常賛同




